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新･担い手３ 法（ 品確法と 建設業法･入契法の一体的改正） について（ 令和元年６ 月成立）

※担い手３法の改正（公共工事の品質確保の促進に関する法律、建設業法及び公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律）

相次ぐ災害を受け地域の「守り手」としての建設業への期待
働き方改革促進による建設業の⾧時間労働の是正
i-Constructionの推進等による生産性の向上

予定価格の適正な設定、歩切りの根絶
価格のダンピング対策の強化
建設業の就業者数の減少に歯止め

新たな課題・ 引き続き取り 組むべき課題 担い手３ 法施行(H2 6 )後５ 年間の成果

平成26年に、公共工事品確法と建設業法･入契法を一体として改正※し、適正な利潤を確保できるよう予定価格を適正に設定することや、ダンピング対策を
徹底することなど、建設業の担い手の中⾧期的な育成・確保のための基本理念や具体的措置を規定。

新たな課題に対応し、
５ 年間の成果をさらに充実する
新・ 担い手３ 法改正を実施

建設業法・ 入契法の改正 ～建設工事や建設業に関する具体的なルール～ ＜政府提出法案＞

品確法の改正 ～公共工事の発注者･受注者の基本的な責務～ ＜議員立法※＞

cv

○発注者の責務
・適正な工期設定 （休日、準備期間等を考慮）
・施工時期の平準化 （債務負担行為や繰越明許費の活用等）
・適切な設計変更
（工期が翌年度にわたる場合に繰越明許費の活用）

働き方改革の推進

○受注者（ 下請含む） の責務
・適正な請負代金･工期での下請契約締結

○発注者の責務
・緊急性に応じた随意契約･指名競
争入札等の適切な選択

・災害協定の締結、発注者間の連携
・労災補償に必要な費用の予定価格
への反映や、見積り徴収の活用

○発注者･受注者の責務
・情報通信技術の活用等による
生産性向上

生産性向上
への取組

災害時の緊急対応強化
持続可能な事業環境の確保

○調査･設計の品質確保
・「公共工事に関する測
量、地質調査その他の調
査及び設計」を、基本理
念及び発注者･受注者の責
務の各規定の対象に追加

○現場の処遇改善
・社会保険の加入を許可要件化
・下請代金のうち、労務費相当については現金払い

○工期の適正化
・中央建設業審議会が、工期に関する基準を作成・勧告
・著しく短い工期による請負契約の締結を禁止
（違反者には国土交通大臣等から勧告・公表）
・公共工事の発注者が、必要な工期の確保と施工時期の平準化
のための措置を講ずることを努力義務化＜入契法＞

○技術者に関する規制の合理化
・監理技術者:補佐する者(技士補)
を配置する場合、兼任を容認

・主任技術者(下請):一定の要件を
満たす場合は配置不要

○災害時における建設業者団体
の責務の追加

・建設業者と地方公共団体等との
連携の努力義務化

○持続可能な事業環境の確保
・経営管理責任者に関する規制を
合理化

・建設業の許可に係る承継に関す
る規定を整備

※平成17年の制定時及び平成26年の改正時も議員立法
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令和４年度一般社団法人東京空調衛生工業会との
意見交換会資料(抜粋)

1. ⾧時間労働、週休２日への対応
「東京都におかれましては、「週休２日モデル工事」の
発注を実施していただいておりますが、週休２日（４週
８閉所）の推進のため、全工事を「発注者指定方式週休
２日制適用工事」として発注をお願いいたします。」

2. 適正な工期の設定
「設備工事の工程は、建築工事の後工程となるために、
建築工程の遅れによる影響を大きく受けます。工期が逼
迫することにより、⾧時間労働や施工体制の再構築によ
るコスト増等を招き、現場従事者の負担が増大します。
適正な工期の確保と、発注者として、各工種の工程管理
に更なる関与、指導をお願いいたします。」

10東京都R4第５回入札監視委員会制度部会資料
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１.作業時間，作業内容を記録するため平成30(2018)年より開発を開始.
２. 第3世代のシステムを国交本省・地整等と連携し試行開始予定.

Ⅱ. 日報入力システムの開発

第1世代（平成30年度）
作業員1人1人が，ｽﾏｰﾄﾌｫﾝを用いて
声音入力１現場において試行

第2世代（令和2年度）
Webを用いて入力．
1人が複数人の入力が可能．
受発注者で情報共有が可能
22現場（内公募による実施は10現場）
において試行

第3世代（令和3年度～）
積算ﾃﾞｰﾀ等を読み込み，作業内容を工種体系と紐付

©関健太郎(2022)
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○同じ協力会社が施工した場合でも，施工条件，施工機械等によ
り，物的労働生産性に最大1.7倍の差が生じることが確認できた.

Ⅲ. 労働生産性の把握

※クレーンオペレーターの労働時間を含む.
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鉄筋

橋台3 橋台４

橋台2

橋台1

橋台1 橋台2※

クレー
ン

定置式水平
ジブクレーン

移動式
油圧クレーン

計測数量 30.0 ｔ 34.0 ｔ

労働量 288人・時間 325人・時間

労働
生産性 0.104 t/人･時間0.105 t/人･時間

橋台3 橋台4※

クレーン 定置式水平ジブ
クレーン

移動式
油圧クレーン

計測数量 46.3 ｔ 46.3 ｔ

労働量 267 人・時間 369 人・時間

労働
生産性 0.173 t/人･時間0.125 t/人･時間

©関健太郎(2022)



土木学会建設マネジメント委員会
2024年働き方改革小委員会

R4～R5活動成果より
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品質確保調整会議



概略工程表開示試行工事の実施について（参考）
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Ø 特記仕様書による条件明示(実施済）
Ø 施工条件チェックリストの明示(新）

Ø 工事工程表の開示（実施済）
工事名

工事場所

工期 令和 年 月 日 作成

工 種 形状 寸法 数量 単位 開始日 施工能力 組数 実日数 供用込 日数 終了日 月 月 月 月 月 月 月 月

工事工程表 受発注者共有
港 地区防波堤上部工等工事

県 市 地先

令和 年 月 日 令和 年 月 日

区 分
工事内容 発注者 想定

備考

構造物撤去工 根固 撤去 仮置 個

準備工 準備工

基礎捨石工 捨石本均

捨石荒均

根固工 根固 撤去 据付 個

根固 据付 個

袋型根固製作 個

袋型根固据付 個

上部工 上部

養生期間

雑工 支保組立組外

吊金物切断

吊金物切断

安全費 安全監視船 式

片付工 片付工 式

工事工程 影響 外的要因

関連工事

港 地区防波
堤 上部工等工事

上部工 左記工事 船 使用後 本工事 上部工打設

本工事

式

港 地区防波
堤 改良工事

上部工 上部工打設完了後 左記工事 船 使用

施工条件 関係機関 協議

漁業関係者
月 関係漁協説明済 漁協 漁協 漁協 漁協 漁協 漁

協

受発注者調整
施工計画説明 三者会議 三者連絡会議
設計変更協議会 検査

海上保安部 海上保安部 説明済

嗢喙

乹惮㳒 兤媼 廳 圸 從咸 塍吮 抏 廳 喎兤媼 剕 嗢喙

抏 圸從咸 塍吮 䇳嚲 ㎭払 惮㳒 ㍢

俘彰
喎兤媼 壽妋夳 ㌩ 㽵 從咸 亞 撫 倻撫 怕㬢厴克 惝 厙 㝡奃五㳒 撫 亞 撫扑

払 厴克堆 兤媼 ㎽

兤媼 喎兤媼 圸從咸 ㌊ 㽵 從咸怍䑶 廳

喎兤媼 兤媼 㽵 從咸 㽵 塍吮 亞 旲 厴克 丿 戯 咥 扌 兤媼 ㎽

兤媼 喎兤媼 撫扑 兤媼 乕 忡 圸塍吮 廳
兤㊡ 旲

乹惮㳒 ㎽囝 喎兤媼 ㊒ 撝 䇳 天 䇳 坌 圸堽 傪吂 媺㋉ 䇳困固䇳

圸堽 囝 易 喎咥

施工（計画）

施工条件（予定）

施工（実施）

凡例

施工条件（実施）

作業許可申請

見積参考資料の開示 (実施済）

Ø 概略工程表の開示（試行）

年 月 日現在

単位 数量 月 月 月 月 月 月 月 月 備考

式 日間

個

個

式

式 日間

当該工事 船使用後 本工事

上部工打設

上部工打設後 当該工事 船使

用

関係漁協説明済

保安部説明済

調整中 事項

月中旬 月下旬 月上旬

祭 作業不可

備考 概略工程表 入札参加者 適切 迅速 見積 資 資料 契約書第 条 言 設計図書 従 概略工程表 請負契約上
拘束力 生 具体的 工事 実施工程等 契約締結後 開催 品質確保調整会議 別途協議 決定

関係機関協議

施工条件

本工事

工種

安全費

上部工

基礎捨石工

準備

片付工

構造物撤去工

港 地区防波堤

改良工事

港 地区防波堤上部工等工事 概略工程表

他不稼働日

漁業関係者

海上保安部

工事工程 影響 外的要因

港 地区防波堤

上部工等工事

海上工事可能時期

作業許可申請

雑工

根固工

年末年始 盆

関連工事

全体工程に影響しない

工程は省略可

試行工事により契約前の工程表
開示の有効性を検証

（受注者）

設計図書照査

工
事
着
手

（約1ヶ月～1ヶ月半） （約1ヶ月） （約20日）

契
約
後
速

契
約
変
更
時

必
要

応

施工条件に変更が生じた場合、
調整会議にて契約変更を協議

5

契約変更事務
ガイドラインの活

用
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